
 

 

研
修
部
は
、
部
門
別
研
修
と

部
会
研
修
、
及
び
調
査
委
員
会

の
業
務
が
活
動
の
中
心
と
な
り

ま
す
。 

部
門
別
研
修
は
、
二
十
一
あ

る
部
門
の
内
、
十
四
部
門
に
お

い
て
研
究
大
会
や
講
習
会
等
が

開
催
さ
れ
、
管
内
教
育
の
充
実

振
興
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
他
部
門
に
お
い
て
も
来

年
度
開
催
予
定
の
研
究
大
会
の

準
備
や
研
修
会
等
の
活
動
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

部
会
研
修
は
、天
草
部
会(

九

支
部)

・
上
天
草
部
会
・
苓
北
部

会
の
三
部
会
で
、
各
地
域
の
実

態
に
応
じ
た
研
修
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
部
会
研
修
に
つ
い
て

は
、
学
校
数
が
減
少
し
、
先
生

た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
部
会

(

支
部)

研
修
が
実
施
し
に
く
く

な
っ
た
の
で
、
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。 

研
修
部
で
は
、
先
生
方
の
意

見
や
要
望
等
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
部
会(

支
部)

研
修
と
部
門

別
研
修
の
在
り
方
を
検
討
し
、

来
年
度
か
ら
の
研
修
の
方
向
性

を
協
議
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
内
に
は
、
は
っ
き
り
と
し
た

二
十
六
年
度
か
ら
の
研
修
の
姿

に
つ
い
て
お
示
し
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

調
査
委
員
会
は
、
年
二
回
の

所
報
発
行
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
の
概
要
・
各
種
事
業
計
画

及
び
事
業
報
告
の
取
り
ま
と
め

を
行
い
、
天
草
教
育
研
究
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。  

主
催
行
事
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も
例
年
に
な
く
天
候
に
左

右
さ
れ
る
大
会
運
営
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
本
年
度
は
、
県

民
体
育
祭
が
天
草
で
開
催
さ
れ

る
関
係
で
、
施
設
の
改
修
等
が

あ
り
会
場
を
変
更
し
実
施
し
ま

し
た
が
、
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
主
幹

行
事
で
あ
る
、
県
中
学
校
駅
伝

競
走
大
会
も
中
体
連
関
係
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
各
協
会
や
管

内
の
学
校
・
各
諸
機
関
の
ご
協

力
の
も
と
大
き
な
事
故
も
な
く

無
事
日
程
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。 な

お
、
主
催
行
事
の
成
績
は

次
の
通
り
で
す
。 

①
郡
市
夏
季
大
会 

（
六
月
二
十
九
日
～
三
十
日
） 

優
勝
校
の
み 

野
球 

 
 

五
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サ
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苓
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ボ
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男 
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渡 
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ハ
ン
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本
渡 

女 

本
渡 

柔
道 

男 

本
渡
東 

女 

牛
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剣
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栖
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女 

有
明 

空
手
組
手 男 

有
明 

女 

稜
南 

形 

男 

稜
南 

②
秋
季
陸
上
大
会 

（
九
月
二
十
五
日
） 

 
 
 

男
子 

本
渡 

 

 
 
 

女
子 

本
渡 

③
郡
市
駅
伝
大
会 

（
十
月
十
八
日
） 

 
 
 

男
子 

本
渡
東 

 
 
 

女
子 

本
渡 

 

小
体
連
事
業
で
は
、
郡
市
大

会
、
各
部
会
・
支
部
記
録
会
等

で
会
場
を
提
供
い
た
だ
い
た
学

校
を
は
じ
め
、
各
学
校
の
ご
協

力
に
よ
り
、
各
事
業
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

水
泳
・
陸
上
記
録
会
は
、
各

部
会
・
支
部
で
工
夫
が
な
さ
れ

実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
郡
市

新
記
録
は
、
水
泳
記
録
会
で
九

つ
誕
生
し
ま
し
た
。
陸
上
記
録

会
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
よ
り

更
新
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
六
年

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
に
お

い
て
三
十
年
ぶ
り
に
記
録
が
更

新
さ
れ
、
新
記
録
が
誕
生
し
ま

し
た
。 

球
技
大
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
、

ほ
ぼ
計
画
通
り
に
実
施
で
き
、

各
大
会
と
も
、
多
く
の
児
童
が

活
躍
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

小
学
校
体
育
研
究
会
で
は
、

「
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
を
は

ぐ
く
み
な
が
ら
、
主
体
的
に
関

わ
り
合
い
、
学
び
を
高
め
る
体

育
学
習
」
を
研
究
主
題
に
、
中

学
校
と
合
同
で
研
究
発
表
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
授
業
で
子
ど

も
た
ち
が
主
体
的
に
運
動
に
取

り
組
み
、
知
識
や
技
能
を
身
に

つ
け
、
学
び
が
高
ま
っ
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
、
参
観
の
先
生
方

に
も
大
変
好
評
で
し
た
。
今
後

も
更
に
研
究
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

     

 

描
画 

文
化
展
の
優
秀
賞
作
品
は
、

は
っ
き
り
と
し
た
主
題
、
動
き

の
あ
る
構
図
や
空
間
を
感
じ
さ

せ
る
構
図
、
き
れ
い
な
色
合
い

や
も
の
の
形
を
し
っ
か
り
表
す

色
合
い
な
ど
が
工
夫
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多
く
、
レ
ベ
ル
の
高

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
き
い
き
と
制
作
す
る
児

童
生
徒
の
姿
や
教
師
の
熱
心
な

指
導
の
あ
と
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。 

書
写 

中
学
校
二
年
の
教
科
書
が
変

わ
り
文
化
展
題
材
も
変
更
に
な

り
ま
し
た
が
、
計
画
通
り
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
優

秀
賞
と
な
っ
た
作
品
に
は
、
書

き
込
み
の
跡
が
見
え
る
素
晴
ら

し
い
作
品
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

児
童
生
徒
の
頑
張
り
と
先
生
方

の
熱
心
な
指
導
に
感
謝
し
ま
す
。

硬
筆
作
品
に
、消
し
ゴ
ム
使
用
、

二
度
書
き
、
校
名
ス
タ
ン
プ
漏

れ
、
誤
字
の
あ
る
作
品
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
再
度
要
項
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

科
学･

発
明 

今
年
度
初
め
て
運
営
委
員
と

な
り
、
多
く
の
方
々
の
協
力
を

得
て
運
営
で
き
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
科
学
展
、
発
明
工

夫
展
と
も
に
多
く
の
出
品
が
あ

り
、
科
学
の
楽
し
さ
や
お
も
し

ろ
さ
を
感
じ
る
児
童
・
生
徒
が

増
え
た
と
思
い
ま
す
。
改
め
て

天
草
郡
市
小
中
学
校
の
理
科
担

当
の
先
生
方
の
ご
努
力
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の

運
営
を
通
し
て
自
分
自
身
も
勉

強
さ
せ
て
も
ら
い
、
次
年
度
に

ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

壁
新
聞 

本
年
度
の
壁
新
聞
展
に
は
、

四
年
ぶ
り
に
二
つ
の
中
学
校
か

ら
の
十
一
点
を
含
め
、
全
部
で

五
十
九
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
十
九
点
を
天
草
教
育
会

館
に
展
示
し
ま
し
た
。
作
品
を

寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の

皆
様
、
お
忙
し
い
中
の
ご
指

導
・
制
作
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
一
作
品
に
つ
き
一
枚

の
賞
状
し
か
出
せ
な
い
の
が
心

苦
し
い
の
で
す
が
来
年
度
も
多

数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

音
楽 

本
年
度
は
音
楽
会
と
授
業
研

究
会
を
実
施
し
ま
し
た
。ま
ず
、

第
六
十
回
を
迎
え
た
天
草
郡
市

小
中
学
校
音
楽
会
で
は
ど
の
出

場
校
も
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
を

披
露
し
て
い
ま
し
た
。
改
め
て

天
草
の
音
楽
教
育
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
が
十
分
に
感
じ
ら
れ
た
音

楽
会
で
し
た
。
ま
た
、
授
業
研

究
会
で
も
、
授
業
者
の
熱
心
な

指
導
と
深
い
研
究
内
容
に
、
参

加
者
全
員
が
大
き
な
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。 

英
語 

十
月
に
「
第
六
十
回
郡
市
中

学
校
英
語
発
表
会
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
郡
市
二
十
四
校
、
全

て
の
学
校
、
全
て
の
学
年
の
代

表
生
徒
の
参
加
が
あ
り
、
有
意

義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
他

の
行
事
と
の
兼
ね
合
い
が
大
変

難
し
い
中
で
、
各
学
校
こ
れ
ま

で
練
習
し
て
き
た
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
県
英

語
暗
唱
大
会
に
お
い
て
も
、
二

年
生
で
一
位
と
三
位
、
一
年
生

で
五
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
天

草
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。 

特
別
支
援
学
級 

今
年
度
も
、
郡
市
文
化
展
と

の
共
同
開
催
で
一
人
一
点
ま
た

は
共
同
制
作
の
作
品
の
展
示
を

行
い
、
特
別
支
援
学
級
に
対
す

る
理
解
と
啓
発
が
で
き
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
作
品
は
ど
れ
も
児

童
・
生
徒
の
よ
さ
を
生
か
し
た

作
品
ば
か
り
で
大
好
評
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
に
見
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
の

自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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倉
岳
・
栖
本
支
部
に
お
き
ま

し
て
は
、
本
年
も
予
定
さ
れ
た

事
業
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
所
期
の

目
的
は
果
た
し
た
と
考
え
て
い

ま
す
。 

ま
ず
研
修
関
係
は
、
昨
年
度

か
ら
専
門
性
の
高
い
特
別
支
援

教
育
部
門
、
養
護
教
諭
・
栄
養

職
員
部
門
、
事
務
部
門
は
そ
の

ま
ま
継
続
し
、
新
た
に
小
中
連

携
研
修
、
隣
接
校
連
携
研
修
を

設
立
し
、
ど
れ
か
の
研
修
に
は

最
低
一
回
は
参
加
す
る
こ
と
と

し
、
各
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

欠
時
が
少
な
い
よ
う
各
校
の
校

内
研
修
と
リ
ン
ク
し
て
実
施
し

ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
小
中
の

連
携
は
深
ま
り
、
ま
た
隣
接
校

の
取
組
も
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
効
果
は
上
が
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。 

つ
ぎ
に
小
体
連
、
中
体
連
、

児
童
生
徒
文
化
関
係
も
、
各
校

の
協
力
に
よ
り
、
予
定
さ
れ
た

取
り
組
み
は
無
事
終
了
し
、
児

童
生
徒
の
教
育
に
寄
与
出
来
た

と
考
え
て
い
ま
す
。 

た
だ
予
算
面
は
極
め
て
厳
し

く
、
こ
れ
以
上
予
算
が
削
減
さ

れ
た
場
合
実
施
出
来
な
い
取
り

組
み
も
出
て
来
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。 

来
年
度
支
部
研
修
は
廃
止
の

方
向
と
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で

必
要
な
研
修
は
倉
岳
・
栖
本
で

自
主
的
に
く
め
れ
ば
と
考
え
ま

す
。
ま
た
各
種
大
会
や
児
童
生

徒
文
化
関
係
の
取
組
も
こ
れ
ま

で
の
レ
ベ
ル
を
維
持
し
、
さ
ら

に
発
展
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。 

上
天
草
部
会
は
、
教
育
の
全

分
野
に
わ
た
り
、
理
論
や
技
術

を
研
究
し
、
上
天
草
市
の
教
育

振
興
と
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。 

（
組
織
） 

本
部
・
研
修
部
・
児
童
文
化

部
・
体
育
部
の
四
つ
で
組
織
さ

れ
て
い
る
。 

（
具
体
的
な
取
組
） 

①
本
部 

年
度
当
初
に
運
営
委
員
会
・

学
校
代
表
者
会
で
、
年
間
の
計

画
・
予
算
等
を
検
討
し
た
。
そ

の
後
、
部
会
総
会
で
承
認
が
な

さ
れ
、諸
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

年
度
末
に
は
、
第
二
回
目
の
運

営
委
員
会
・
学
校
代
表
者
会
で

事
業
・
決
算
報
告
が
な
さ
れ
る
。 

②
研
修
部 

小
学
校
は
、学
年
別
の
部
門
、

中
学
校
は
、
教
科
別
、
特
別
支

援
教
育
・
養
護
・
事
務
・
栄
養
・

理
科
・
音
楽
・
図
工
美
術
は
小

中
合
同
で
研
修
を
実
施
し
た
。 

第
一
回
目
は
、
世
話
人
選

出
・
研
修
テ
ー
マ
決
め
・
計
画

立
案
が
な
さ
れ
た
。
二
・
三
回

目
は
、
研
究
授
業
・
実
技
講
習

等
が
実
施
さ
れ
た
。 

③
児
童
文
化
部 

描
画
展
、
科
学
・
発
明
展
、

毛
硬
筆
展
、
小
中
合
同
部
会
音

楽
会
、
工
作
・
版
画
展
、
児
童

生
徒
講
習
会
が
実
施
さ
れ
た
。 

④
体
育
部 

小
学
校
は
、
北
部
と
南
部
に

分
か
れ
て
い
る
。
水
泳
記
録

会
・
陸
上
記
録
会
が
実
施
さ
れ

た
。 

（
成
果
） 

  

年
々
実
践
が
充
実
し
て
い
る
。 

部
会
長 

苓
北
中
学
校 

 

校
長 

小
出 

廣
久

平
成
二
十
五
年
度
の
天
草
教

育
研
究
所
「
苓
北
部
会
」
の
活

動
は
、
五
月
二
十
九
日
（
水
）

の
部
会
総
会
を
皮
切
り
に
、
本

部
、
研
修
部
、
児
童
文
化
部
、

体
育
部
（
小
体
連
・
中
体
連
）

の
四
部
で
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
前
年
度
の
反
省
と
改
善
を

取
り
入
れ
、
一
年
間
ス
ム
ー
ズ

な
活
動
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も

多
忙
な
児
童
文
化
も
大
き
な
問

題
も
な
く
、
児
童
生
徒
の
特
技

が
生
か
さ
れ
た
効
果
的
な
活
動

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
各
部
の
部

長
さ
ん
方
の
緻
密
な
研
修
計
画

と
滞
り
の
な
い
業
務
遂
行
の
賜

で
あ
る
。
本
部
に
つ
い
て
は
、

部
会
再
編
と
研
修
の
見
直
し
等

が
大
き
な
取
り
組
み
と
な
っ
た

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
苓
北
部

会
と
し
て
は
大
き
な
混
乱
も
な

く
、
前
向
き
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
、
天
草
教
育
研
究
所
の
部
会

研
修
の
見
直
し
の
方
向
と
概
ね

一
致
す
る
方
向
で
意
見
等
を
集

約
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
市

町
の
部
会
研
修
も
最
後
の
活
動

の
年
を
む
か
え
た
こ
と
で
、
年

度
末
の
研
修
報
告
や
決
算
報
告

等
も
各
学
校
の
先
生
方
に
文
書

等
で
報
告
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
来
年
は
、
何
十
年
も
先

輩
方
が
築
い
て
き
た
天
草
教
育

研
究
所
の
歴
史
に
改
革
を
加

え
、
新
組
織
で
の
出
発
と
な
る

が
、
し
っ
く
り
い
か
な
い
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
。
平
成
二
十
六

年
度
は
、
新
体
制
の
課
題
を
出

し
合
い
、
改
善
を
繰
り
返
し
、

先
輩
方
に
恥
じ
な
い
新
し
い
天

草
教
育
研
究
所
の
活
動
に
み
ん

な
で
取
り
組
む
年
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。 

支
部
会
長 

楠
浦
小
学
校 

 

校
長 

佐
々
木 

徹

本
渡
支
部
は
、中
学
校
三
校
、

小
学
校
九
校
で
組
織
し
、
本
年

度
の
会
員
数
二
四
九
名
で
す
。

五
月
八
日
、
稜
南
中
で
総
会
を

開
き
、
研
修
や
支
部
行
事
の
計

画
を
立
て
ま
し
た
。
研
修
は
年

四
回
、
（
部
門
別
研
修
三
回
と

中
学
校
区
別
研
修
一
回
）
行
っ

て
い
ま
す
。
部
門
別
研
修
は
小

学
校
が
各
学
年
別
に
六
部
会
、

中
学
校
が
教
科
別
に
一
〇
部

会
、
共
通
に
特
別
支
援
教
育
、

養
護
、
事
務
の
三
部
会
、
計
一

九
部
会
で
す
。部
門
別
研
修
は
、

授
業
研
究
や
実
技
研
修
が
中
心

で
、
今
年
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

の
課
題
を
話
し
合
う
こ
と
か
ら

始
め
、
課
題
解
決
の
た
め
の
研

修
を
計
画
し
ま
し
た
。
中
学
校

区
別
研
修
は
、
三
つ
の
中
学
校

区
で
小
中
連
携
を
深
め
る
た
め

に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
テ
ー
マ

を
設
定
し
創
意
・
工
夫
し
実
施

し
ま
し
た
。 

支
部
行
事
に
お
い
て
は
、
小

体
連
の
水
泳
記
録
会
は
、
本
渡

北
小
会
場
、
亀
川
小
会
場
と
二

会
場
で
実
施
し
た
り
、
陸
上
記

録
会
は
本
渡
陸
上
競
技
場
一
会

場
で
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

支
部
音
楽
会
は
本
年
度
か
ら

小
、
中
同
日
実
施
と
し
、
午
前

に
小
学
校
、
午
後
か
ら
中
学
校

と
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
た
。 

部
会
長 

中
南
小
学
校 

 

校
長 

宮
﨑  

寛

支
部
会
長 

倉
岳
小
学
校 

 

校
長 

臼
田 

莊
二


